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 第 1 章では，ヒトやハトおよびラットにおける指示性忘却研究を概説した．加えて，指示性
忘却の生起に関わる脳内関連部位探索の方法を紹介し，最後に本研究の目的を掲げた． 













	 第 3 章では，遅延挿入放射状迷路課題を用いて，実験 1 とは異なる空間的作業記憶課題でも
指示性忘却が生起するか否かを調べるとともに，長い遅延時間を持ち，かつ順向性干渉が起き
にくい場面においても指示性忘却が生じるかどうかを調べた【実験 2】．手続きは実験 1 と同様，
R-cue としたボックスで遅延時間を過ごした場合には課題の試行後半を行い（R 試行），F-cue
としたボックスで過ごした場合には試行前半の情報を必要としない代替課題を行った（F 試行）．















	 第 4 章では，遅延挿入放射状迷路課題の遅延期間中に R-cue と F-cue それぞれを提示されて
いる間の c-Fos タンパク質の発現を免疫組織化学的に解析することで，指示性忘却の生起に海馬





視化しようと試みた．結果，R-cue が提示されていた時に比べ F-cue が提示されていた時には，


























るという説明が適していることを示唆している．実験 4 では，遅延時間を 30 分ごと 4 つのピリ
オドに分け手がかりを提示した．この結果，遅延開始 90-120 分に手がかり提示が行われた（4Q）
群においてのみ，R5 とプローブ試行での課題遂行能力にわずかながら差がみられた．この結果
は，実験 3 の考察を実験的に補強するものであると考える．  





性忘却現象には，前頭前野と海馬 CA3 領域が関連脳部位であることが示された． 
